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特発性膝骨壊死症および

変形性膝関節症での血管新生因子の発現

横浜市立大学大学院医学研究科運動器病態学

要 旨 : 目的 :特発性膝骨壊死 (spontancOus ostconecrosis of tlle k■leo SPO N K ) および変形性膝関節

症 (ostco航航位siO A ) での血管新生因子発現を比較し, 両者の病態の違いを考察した. 対象と方法 :

手術中に採取 した関節液 (SPO N K 息者15例15膝, O A 息者21例23膝) を用いた。関節液中の anどlo

gcnlll (A N G ), vascular cIIdotllch tt glt t th t t tor (ヽ 電G F ), illtcrlc乱h -6 (IL -6) 濃度 は E L ISA 法 を用い

て測定 した. また, sP o N K 患者の膝関節 よ り骨壊死部 を含 む海綿骨組織 ( 1 例 1 膝), お よび滑膜

組織 (2 例 2 膝) を手術時に採取 し, 各組織における A N G および Ⅵ靖F の発現 を免疫蛍光染色で

調べた。結果 i SPO N K 群膝関節液中の A N G 濃度は o A 群に比べ有意に高値であった。V E G F 濃度

は O A 群で sPo N K 群より有意に高かった. o A 群の いN G 濃度と V E G F 濃度には有意な相関が認め

られた. sPo llK 膝関節内では壊死部周囲の滑膜表層細胞, 血管内皮細抱, および血管平滑筋細胞に

おいて A N G および V E G F の共発現 を認めた。しか し, 壊死部では A N G および 電ヽG F の発現 を認

めなかった。結語 :本研究によりSPO N K 膝関節内では壊死部周囲で A N G を介 しての血管新生が行

われてお り, O A 膝 と異なることが示された。
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